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   船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年９月１７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２７年３月１１日 １３時３３分ごろ 

発生場所 秋田県由利本荘市勝手
か っ て

川河口西方沖 

秋田旧南防波堤灯台から真方位１７８°１１.４海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３９°３４.１７′ 東経１４０°０２.７２′） 

事故調査の経過  平成２７年３月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 C S E
シーエスイー

 CLIPPER
ク リ ッ パ ー

 EXPRESS
エクスプレス

（パナマ共和国籍）、１６,９６２トン 

９３４５６３５（ＩＭＯ番号）、CSE TRANSPORT CORPORATION 

１６９.２６ｍ×２７.２０ｍ×１３.６０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、５,８５０kＷ、２００５年１１月２６日 

 乗組員等に関する情報 船長（台湾籍） 男性 ３６歳 

締約国資格受有者承認証 船長（パナマ共和国発給） 

 交付年月日 ２０１３年８月２２日 

（２０１８年８月１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ１翼の先端及び両舷ビルジキールに曲損、船底に擦過傷 

 事故の経過  本船は、船長ほか１９人（台湾籍１０人、中華人民共和国籍９人）

が乗り組み、秋田県秋田船川港秋田区で貨物の揚げ荷を行った後、空

船状態（船首約４.２０ｍ、船尾約５.７５ｍの喫水）で、平成２７年

３月１０日１２時００分ごろ台湾台中
タイチュウ

港に向けて出港した。 

 船長は、１３時００分ごろＲ／ＵＰ（機関室のスタンバイ解除）を

号令して航海士及び操舵手の当直体制とし、無線室で書類の作成を

行っていたところ、西方からの風波が強くなってきたことを認め、操

舵室に戻り、自動操舵から手動操舵に切り替えた。 

 船長は、秋田船川港を出港する前に船舶代理店から受け取った気象

情報で、岩手県三陸東方９０Ｍ付近にある低気圧が発達しながら北上

していることを知っており、低気圧が本州から離れて風波が収まるま

で風波を本船の右舷斜め前方又は左舷斜め前方から受けながら航行し

ようと思い、船首を南西又は北西として続航した。 

 本船は、１５時００分ごろ、風力１０～１１の西風及び波高約６～
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８ｍの波を受けて縦揺れ及び横揺れが激しくなり、船長が本船を陸岸

から離すために速力を上げようとしたが困難な状況で、船首を南西又

は北西として続航したが、２０時００分ごろ、風速約３６m/s の西風

及び波高約１０ｍとなり、船体が徐々に陸岸方向へ近づいていく状態

となった。 

 船長は、１１日０４時００分ごろ海上保安庁からＶＨＦ無線電話に

よる呼出しを受け、本船が陸岸方向に近づいている現状を説明し、海

上保安庁から錨泊可能な場所であれば投錨して主機を使用しながら陸

岸に近づくことを避けるよう、助言された。 

 船長は、本船が陸岸に近づく状況下、本船の船首を風上に向け、

０７時１３分ごろ左舷錨を入れて錨鎖９節を伸出したものの、０８時

３０分ごろ走錨を認め、０９時３８分ごろ右舷錨を入れて錨鎖１節を

伸出し、主機を使用しながら陸岸に近づくことを避けようとした

が、１３時３３分ごろ由利本荘市勝手川河口西方約４００ｍの浅所に

乗り揚げた。 

 本船は、１７日１７時４５分ごろタグボートによって離礁し、秋田

船川港秋田区へ自力で航行して岸壁に着岸した。 

（付図１ 航行経路図、写真 1 乗揚状況 参照） 

 気象・海象 

 

(1) 気象 

① 乗組員の観測値 

３月１０日 

１２時００分 風向 西、風速 約１０～１５m/s 

１５時００分 風力 １０～１１ 

１６時００分 風向 西、風速 約２０～２５m/s 

２０時００分 風速 約３６m/s 

２４時００分 風向 西、風速 約３０m/s 以上 

② 気象観測値 

    本事故現場の北北東方約９.２Ｍに位置する秋田地方気象台の

３月１０日１２時００分～１１日１４時００分の観測値によれ

ば、西～西南西の風が吹き、１１日０１時００分ごろに最大瞬

間風速３１.６m/s の西南西風が、平均風速１８.６m/s の西風が

それぞれ記録されていた。 

（付表１ 秋田地方気象台の観測値（３月１０日１２時００分

～１１日１４時００分） 参照） 

(2) 海象 

① 乗組員の観測値 

  １６時００分 波高 約６～８ｍ 

  ２０時００分 波高 約１０ｍ 

  ２４時００分 波高 約１０ｍ以上 

② 全国港湾海洋波浪情報網（ナウファス）による波浪観測値 
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  秋田船川港（本事故現場の北方約１０Ｍ）では、３月１０日１

２時００分ごろに波高２.９５ｍの波を観測し、１９時００分ご

ろに６.６６ｍの、１１日０２時００分ごろに８.２５ｍの波高

を観測した。 

（付表２ 秋田船川港における波浪観測値（３月１０日１２時

００分～１１日０９時００分） 参照） 

(3) 海上暴風警報の発表状況 

 秋田沖及び佐渡沖には、３月１０日１１時３５分に海上暴風警

報が、また、由利本荘市には、１２時２０分に暴風雪警報が、１４

時４０分に波浪警報がそれぞれ発表されており、本事故発生時も

継続中であった。 

(4) 海上気象による秋田沖の風予報 

  １０日１１時３５分発表 西の風が強く、最大風速は１８m/s、 

               今後１２時間以内に２５m/s 

     １４時３５分発表 西の風が強く、最大風速は１８m/s、 

               今後１２時間以内に２５m/s 

     １７時４０分発表 西の風が強く、最大風速は２０m/s、 

               今後６時間以内に２５m/s 

     ２０時２５分発表 西の風が強く、最大風速は２０m/s、 

               今後６時間以内に２５m/s 

  １１日０２時２５分発表 西の風が強く、最大風速は２５m/s、 

              今後１８時間以内に次第に弱まる見込み 

     ０５時３５分発表 西の風が強く、最大風速は２５m/s、 

              今後１８時間以内に次第に弱まる見込み 

     ０８時２０分発表 西の風が強く、最大風速は２５m/s、 

              今後１８時間以内に次第に弱まる見込み 

     １１時２５分発表 西の風が強く、最大風速は２５m/s、 

              今後１２時間以内に次第に弱まる見込み 

(5) 海上気象による低気圧の状況 

  ３月１０日０９時００分現在、三陸東方海上約９０Ｍに中心気圧

９８０hＰa の低気圧が発達しながら北上し、２１時００分ごろ更

に発達して９７０hＰa となって北海道東部に達し、１１日０９時

００分ごろから２１時００分ごろにかけて北海道北部から北海道西

方海上付近で停滞した。 

（付図２ ３月１０日０９時（日本時間）の天気図、付図３ ３月

１０日２１時（日本時間）の天気図、付図４ ３月１１日０９時

（日本時間）の天気図、付図５ ３月１１日２１時（日本時間）

の天気図 参照） 

 その他の事項 

 

 船長は、本船に一等航海士として乗船後、そのまま船長としての乗

船研修を行い、約２か月半の研修期間を終え、２０１４年１月に船長
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に昇格した。 

 船長は、冬季の日本海における航海の経験があり、本船でも約１年

前の冬季に、一等航海士として航海した経験があった。 

 本船は、秋田船川港を出港する際、バラスト（バラストタンクに海

水を満載した）状態であった。 

 船長は、ふだん、気象情報をインターネット、ＦＡＸ及び船舶代理

店から入手しており、秋田船川港を出港する前、船舶代理店から入手

した気象に関する情報には、北日本にある低気圧が東に移動すること

及び波高が約４ｍ以下となることが記載されていた。 

 本船は、本事故当時、主機、補機類、舵等に不具合又は故障はな

かった。 

 「操船通論」（本田啓之輔著、(株)成山堂書店、平成２０年６月２８

日発行）には、概して、船首尾線から左右１５°までの向かい風を受

けるとき、強風下の低速では舵は効くが、それ以外の斜め風では操縦

不能になりやすいと記載されている。 

 また、「操船の理論と実際」（井上欣三著、(株)成山堂書店、平成

２６年１２月８日発行）によれば、４,５００台積自動車専用船及び

水深／喫水＝１.３の場合におけるシミュレーション結果として、最

大舵角３５°を用いて、風による風下への圧流を克服して所定のコー

スラインを保持できる限界条件は、風を斜め船首方から受けるとき

は、風速船速比が８以上において、その限界を超えると記載されてい

るが、本船において、３月１０日１４時以降、斜め船首方から風速船

速比が８以上の状況が続いていた。 

（付表１ 秋田地方気象台の観測値（３月１０日１２時００分～１１

日１４時００分）、付表３ ＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

 本船は、由利本荘市西方沖を航行中、バラスト状態で風力７の西～

西南西方の風及び西方からの波高６ｍを超える波浪を受けて操船が困

難となったことから、陸岸に向けて圧流され、両舷錨を投下したもの

の走錨し、由利本荘市勝手川河口西方沖の浅所に乗り揚げたことによ

り発生したものと考えられる。 

船長は、北日本にある低気圧が東に移動すること及び波高が約４ｍ

以下であるとの気象情報を得て秋田船川港を出港したものの、発達し

た低気圧の影響で、予想を上回る風波に遭遇したものと考えられる。 

三陸東方海上の低気圧は、３月１０日０９時００分ごろに中心気圧

が９８０hＰa で発達しながら北上し、２１時００分ごろ更に発達し

て９７０hＰa となって北海道東部に達し、１１日０９時００分ごろ
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から２１時００分ごろにかけて北海道北部から北海道西方海上付近で

停滞したことから、秋田西方海上では西～西南西方からの風波が継続

したものと考えられる。 

本船は、３月１０日１４時以降、斜め船首方から風速船速比が８以

上の状況が続いていたことから、風による風下への圧流を克服して所

定のコースラインを保持できる限界条件を超えていたものと考えられ

る。 

本船は、風力７～８の西寄りの風が吹き、波高８ｍを超える波浪が

寄せる状況下、バラスト状態で単錨泊を行ったことから、走錨した可

能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船が由利本荘市西方沖を航行中、バラスト状態で風力

７の西～西南西方の風及び西方からの波高６ｍを超える波浪を受けて

操船が困難となったため、陸岸に向けて圧流され、両舷錨を投下した

ものの走錨し、由利本荘市勝手川河口西方沖の浅所に乗り揚げたこと

により発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・天候の悪化が予想される際は、最新の気象情報の入手に努め、堪

航性を上回ることが予想される場合には出港を取りやめること。 
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付図１ 航行経路図 
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注：航跡中の時刻は、世界標準時を表している。 
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付図２ ３月１０日０９時（日本時間）の天気図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図３ ３月１０日２１時（日本時間）の天気図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 8 - 

付図４ ３月１１日０９時（日本時間）の天気図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図５ ３月１１日２１時（日本時間）の天気図 
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付表１ 秋田地方気象台の観測値（３月１０日１２時００分～１１日１４時００分） 

 

時刻 

(時:分) 

気温 

（℃） 

平均 最大瞬間 

風速 

（m/s） 

風向 風速 

（m/s） 

風向 

12:00  4.2 11.8 西 18.8 西 

13:00  4.1 13.1 西 19.0 西 

14:00  4.0 14.1 西南西 19.1 西南西 

15:00  3.5 12.7 西南西 21.9 西南西 

16:00  3.0 14.1 西南西 24.7 西南西 

17:00  1.3 15.1 西南西 24.3 西南西 

18:00 -0.2 15.2 西 25.6 西南西 

19:00 -0.2 15.8 西 26.2 西南西 

20:00 -0.3 13.5 西 24.8 西 

21:00 -0.1 16.5 西 26.0 西南西 

22:00 -0.7 16.6 西 24.1 西 

23:00 -1.3 16.5 西南西 24.7 西 

24:00 -2.0 16.1 西 26.6 西 

01:00 -1.6 18.6 西 31.6 西南西 

02:00 -0.5 16.4 西 30.3 西南西 

03:00 -1.3 16.8 西 26.7 西 

04:00 -1.4 14.8 西 27.9 西 

05:00 -0.9 14.8 西 26.0 西 

06:00 -1.6 15.7 西 25.0 西 

07:00 -1.7 15.0 西 27.0 西南西 

08:00 -1.0 17.4 西 27.5 西 

09:00 -1.3 15.6 西南西 25.7 西 

10:00  0.8 15.4 西 24.8 西 

11:00 -0.5 15.0 西南西 25.2 西南西 

12:00  0.1 16.6 西 25.8 西南西 

13:00  1.4 17.1 西 27.5 西 

14:00  0.3 18.3 西 28.2 西 
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付表２ 秋田船川港における波浪観測値（３月１０日１２時００分～１１日０９時００分） 

 

時刻 

(時:分) 

有義波 波向 

波高（ｍ） 周期（秒） 

12:00 2.95  6.7 西 

13:00 3.66  7.4 西 

14:00 4.35  8.0 西 

15:00 4.42  8.4 西 

16:00 5.85  9.4 西 

17:00 6.03  9.9 西 

18:00 6.27 10.4 西 

19:00 6.66  8.1 - 

20:00 5.79  9.8 西北西 

21:00 6.26 10.2 西 

22:00 6.38 10.3 西 

23:00 7.17 10.5 西北西 

24:00 6.95 10.9 西北西 

01:00 7.53 11.4 西北西 

02:00 8.25  9.9 - 

03:00 7.16 12.6 西北西 

04:00 8.17 13.5 - 

05:00 7.78 12.3 - 

06:00 8.15 12.6 西北西 

07:00 7.96 12.4 西北西 

08:00 8.24 12.3 西北西 

09:00 8.60 13.1 - 
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    付表３ ＡＩＳ記録（抜粋） 

 

時刻 

(時:分:秒) 

船位 対地針路 

（°） 

船首方位 

（°） 

対地速力 

(ノット) 北緯 

(°-′-″) 

東経 

(°-′-″) 

12:00:19 039-45-50.6 140-02-27.3 353 287 0.0 

13:00:00 039-46-14.9 139-57-00.2 237 249 6.3 

14:00:10 039-44-16.6 139-52-29.9 238 249 2.8 

15:00:00 039-43-28.7 139-50-41.9 189 225 3.1 

16:00:09 039-41-59.9 139-50-38.0 349 303 4.4 

17:00:00 039-45-28.3 139-49-53.6 001 302 3.6 

18:00:08 039-41-45.9 139-50-32.9 176 216 5.0 

19:00:08 039-38-09.1 139-50-47.9 160 227 2.3 

20:00:10 039-36-56.8 139-50-50.2 008 307 3.1 

21:00:19 039-39-53.3 139-51-28.1 014 317 3.4 

22:00:06 039-41-27.7 139-51-41.8 184 227 2.4 

23:00:00 039-38-16.7 139-52-29.3 179 232 2.1 

24:00:38 039-35-12.3 139-53-35.1 163 227 3.2 

01:00:40 039-32-24.8 139-54-22.7 120 230 1.1 

02:00:09 039-32-33.1 139-55-30.3 004 301 4.0 

03:00:39 039-35-55.3 139-56-53.0 019 316 3.4 

04:00:16 039-39-15.7 139-58-24.1 024 325 2.9 

05:00:29 039-38-36.6 139-58-53.5 233 262 2.0 

06:00:10 039-36-57.0 139-59-16.3 169 238 0.8 

07:00:09 039-35-12.3 140-00-17.8 143 221 2.1 

08:00:09 039-34-50.0 140-01-06.2 003 243 1.1 

09:00:20 039-35-05.3 140-01-30.5 035 315 3.6 

10:00:00 039-35-33.6 140-02-08.5 285 269 0.2 

11:00:19 039-35-21.1 140-02-23.3 043 291 0.6 

12:00:09 039-35-23.9 140-02-44.7 359 303 2.7 

13:00:10 039-36-02.8 140-02-45.0 184 221 3.7 

13:59:39 039-33-57.1 140-03-03.2 232 147 0.0 

  ※ 船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。 

  ※ 対地針路及び船首方位は真方位である。 
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写真１ 乗揚状況 

 

 

 


